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中 学生と地元クリエイターが発信 南 農生考案の10品が商品化！
3月25日 ローカルマガジン「AZUMO」第２号 発表会

３月20日　市長表敬訪問

３月15日　開発プロジェクト商品案採用報告会

全国で活躍　安曇野の子どもたち

市内の 10 人の中学生と地元クリエイターで組織する
コロマガ安曇野（発起人・楢畑彩香）が、地域情報誌

「AZUMO」第２号の完成発表会を堀金公民館で行いまし
た。今回のテーマは「安曇野のローカルフード」。昨年８月か
ら企画・取材を行い７カ月かけて完成させました。発表会の
前には、中学生たちが旬の味ほりがね物産センターで完成し
た情報誌を来場者に配布しました。カメラマンとイラストレー
ターを担当した徳竹芽依さん（穂高東中３年）は「地元の方
には、親しんだ地元の食べ物の新たな楽しみ方や情報を、市
外の方には、安曇野ならではの食べ物や自然豊かな安曇野
の様子を感じてもらえたら」と期待を込めました。
「AZUMO」は5,000 部発行し、市役所や図書館などに

順次配布予定です。

市と南安曇農業高校が連携して、市の特産品などを使っ
たオリジナル商品開発に取り組む「安曇野オリジナル商品
開発プロジェクト」の商品案採用報告会が市役所で開かれま
した。この事業は、農業・農村振興などを目的に市と同校が
結んだ連携協定に基づくもので、３年目となりました。今回は、
３年生１４人が考案した商品のうち、セロリを使用したパウンド
ケーキ、安曇野産トマトと果物のジュレ、信州サーモンのメン
チカツなど、過去最多となる10点が採用され、株式会社辰巳

（明科中川手）やまちの駅安曇野BASE（豊科南穂高）で
商品化されます。

リンゴのレアチーズケーキを開発した村山愛美さんは「リ
ンゴの香りを出すための試行錯誤が大変だったけど、うまく
表現できて良かった」と笑顔で話してくれました。
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全国大会で活躍された皆さんが太田市長に結果を報告しました。（順不同・敬称略。3 月 31 日時点）

■第 31 回全国小学生バドミントン選手権大会
都道府県対抗団体戦男子の部　準優勝
渡辺幸叶（豊科南小）

■第 14 回全日本ジュニアピアノコンクール
廣川和（穂高北小）Ｅ課程入賞・連弾初級親子デュオ銅賞、
廣川岳遼（穂高北小）Ｅ課程銅賞、髙橋佳誠（穂高北小）
連弾初級子供デュオ銅賞、清澤拓真（穂高北小）連弾初
級子供デュオ銅賞、髙橋知暉（穂高北小）Ｂ課程銅賞・
連弾初級子供デュオ銅賞、清澤颯希（穂高北小）連弾初
級子供デュオ銀賞・銅賞、廣川航輝（穂高北小）連弾初
級子供デュオ銀賞、下里龍聖（穂高南小）Ｄ課程入選　

目標は施工管理技士
入社３年目の女性現場代理人

「暮らしを快適に」と、誇りを持つ
建設業は、やりがいのある仕事

大 倉　美 保 さ ん（ 穂 高 ）

工事現場のショベルカーな

どの重機を見て、 現場で働

く人やその仕事に興味を持

った。 子どもも手がかから

なくなったこともあり、 自

分の好きなことに挑戦した

いと建設業に飛び込んだ。
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